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その道を選んだ
先輩医師からみた魅力 

周産期

第
68
回
日
本
産
科
婦
人
科
学

会
学
術
講
演
会
に
お
い
て
、 

会
長
特
別
企
画
「Stum

p the 

Professors

～
教
授
陣
と
知
恵

く
ら
べ
～
」
に
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー

と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
も
と
も

と
米
国
産
婦
人
科
学
会

（A
m

erican
 C

on
g

ress of 

O
b

s
te

tric
ia

n
s

 a
n

d 

G
ynecologists: A

CO
G

）
の

Annual m
eeting

で
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
名
物
企
画
で
、
４

名
程
度
の
レ
ジ
デ
ン
ト
医
師

が
、
自
身
が
診
断
を
つ
け
る
の

が
難
し
か
っ
た
症
例
を
ク
イ
ズ

形
式
で
教
授
陣
に
プ
レ
ゼ
ン

し
、
文
字
通
り
教
授
陣
を
困

ら
せ
、
や
っ
つ
け
よ
う
と
い

う
、
米
国
で
は
大
変
な
人
気

が
あ
る
企
画
で
す
。
今
回
、

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
で
こ

の
企
画
を
行
う
こ
と
に
な
り
、

私
と
、
東
北
大
学
の
濱
田
先

生
、
大
分
大
学
の
平
川
先
生
、

東
京
医
科
大
の
寺
田
先
生
の

計
４
名
の
若
手
医
師
軍
団
で

教
授
陣
に
立
ち
向
か
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

企
画
準
備
の
段
階
で
は
、

症
例
の
選
定
や
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
の
方
法
等
に
つ
い

て
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
同
士
で
綿

密
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。
妊
娠
中
の
不

全
子
宮
破
裂
の
症
例
や
稀
な

婦
人
科
腫
瘍
の
症
例
等
、
各
々

が
持
ち
寄
っ
た
貴
重
な
症
例

は
分
野
で
重
複
す
る
こ
と
な

く
、
う
ま
く
散
ら
ば
り
ま
し

た
が
、
普
段
行
う
よ
う
な
症

例
報
告
と
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
形
式
が
異
な
り
、

い
か
に
矛
盾
な
く
、
か
つ
、

教
授
陣
に
答
え
が
す

ぐ
に
分
か
ら
な
い
よ

う
に
症
例
を
提
示
す

れ
ば
よ
い
か
、
皆
腐

心
し
て
い
ま
し
た
。

司
会
進
行
役
で
あ
る

京
都
府
立
医
科
大

学
・
黒
星
先
生
と
と

も
に
教
授
陣
の
リ
ア
ク
シ
ョ

ン
を
想
定
し
な
が
ら
入
念
に

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
本
番
を

迎
え
ま
し
た
。

本
番
当
日
は
、
と
て
も
広
い

企
画
会
場
と
相
対
す
る
教
授

陣
の
威
容
（
鹿
児
島
大
学
・
堂

地
教
授
、
九
州
大
学
・
加
藤
教

授
、
浜
松
医
科
大
学
・
金
山
教

授
、
大
阪
大
学
・
木
村
教
授
）

に
ま
ず
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
企

画
の
主
旨
が
聴
衆
の
先
生
方

に
う
ま
く
理
解
し
て
も
ら
え

る
か
ど
う
か
不
安
で
し
た
が
、

黒
星
先
生
の
見
事
な
司
会
に

よ
り
、
そ
う
い
っ
た
不
安
は
一

掃
さ
れ
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
は
順
調
に
進
行
し
、

白
熱
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
展
開
さ
れ
る
な
ど
、
成
功

裏
に
企
画
を
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
勝
負
の
結
果

も
我
々
の
勝
利
に
終
わ
り
、
若

手
医
師
軍
団
一
同
安
堵
し
ま

し
た
。
ま
た
、
内
容
と
し
て
も

決
し
て
本
場
米
国
に
引
け
を

と
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
、

皆
様
か
ら
評
価
を
い
た
だ
き
、

皆
満
足
し
て
お
り
ま
す
。

は
じ
め
に

私
は
、
東
京
多
摩
地
区
に
２

つ
あ
る
総
合
周
産
期
母
子
医
療

セ
ン
タ
ー
の
１
つ
で
あ
る
、
杏

林
大
学
医
学
部
付
属
病
院
産
婦

人
科
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
本

年
で
産
婦
人
科
医
８
年
目
に
な

り
、
昨
年
、
周
産
期
新
生
児
専

門
医
（
日
本
周
産
期
・
新
生
児

医
学
会
）を
取
得
し
ま
し
た
。

お
産
は
そ
ん
な
に
好
き
で
は

な
い
？

〝
出
産
〟
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

は
確
か
に
と
て
も
ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
で
、
そ
の
感
動
を
き
っ
か
け

に
産
科
を
志
し
た
産
婦
人
科
医

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
自
分

は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。い
ま
で
も
、急
速
遂
娩（
帝

王
切
開
や
鉗
子
分
娩
）が
必
要

に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
弛

緩
出
血
は
起
こ
ら
な
い
か
等
、

内
心
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
お
産

に
立
ち
会
っ
て
い
ま
す
。
で
す

の
で
、分
娩
が
無
事
終
わ
る
と
、

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
を
祝
福

す
る
気
持
ち
も
、
も
ち
ろ
ん
あ

り
ま
す
が
、
何
も
起
こ
ら
な
く

て
良
か
っ
た
と
安
堵
す
る
気
持

ち
の
方
が
大
き
い
で
す
。
分
娩

は
、
そ
れ
く
ら
い
何
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、

実
際
起
こ
っ
た
際
に
は
迅
速
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
。

産
科
は
た
い
せ
つ
な
イ
ン
フ
ラ

で
は
、な
ぜ
、私
は
そ
ん
な
産

科
を
続
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？

理
由
の
１
つ
は
、
や
は
り
そ

れ
が
必
要
な
仕
事
だ
と
思
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

産
科
が
他
の
科
と
決
定
的
に

違
う
点
は
、〝
病
気
〟で
は
な
い

〝
正
常
〟
な
妊
娠
を
取
り
扱
う

こ
と
で
す
。

妊
娠
・

出
産
を
経

て
家
族
を

つ
く
る
、

と
い
う
当

た
り
前
の

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事
で

あ
り
、
そ
れ
は
ま
る
で
、
人
々

の
生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
よ
う
な
側
面

を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

安
心
し
て
お
産
の
で
き
る
施
設

が
な
い
街
に
、
は
た
し
て
人
は

住
み
た
い
と
思
う
で
し
ょ
う
か
？

正
常
な
妊
娠
・
分
娩
を
見
守

り
、
異
常
が
起
き
そ
う
な
事
例

に
は
迅
速
に
対
応
す
る
。
華
々

し
さ
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
う
し
て
〝
な
に
も
な
い
〟

妊
娠
・
分
娩
を
積
み
重
ね
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
自
身
が
育
っ
た
地

域
（
多
摩
地
区
）で
、
自
分
と

同
じ
世
代
の
人
達
が
家
族
を
つ

く
る
手
伝
い
が
で
き
る
こ
と
に

も
、
自
分
な
り
の
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

周
産
期
医
療
は
チ
ー
ム
医
療

母
児
と
も
に
健
康
に
妊
娠
・

出
産
を
終
え
て
く
れ
る
の
が
一

番
良
い
の
で
す
が
、
残
念
な
が

ら
全
て
の
人
が
そ
う
い
う
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
早
産
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
り
、
児
が
何
ら

か
の
先
天
的
な
疾
患
を
も
っ
て

い
た
り
。
母
体
が
も
と
も
と
疾

患
を
抱
え
て
い
る
妊
娠
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
妊
娠
で
は
、

産
科
医
だ
け
で
な
く
、
小
児
科

医
・
小
児
外
科

医
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
助
産

師
や
保
健
師
、

Ｍ
Ｓ
Ｗ
等
の
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
を

含
め
多
く
の
職

種
に
よ
る
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
で
す
。
妊
娠
・
出
産
は

新
し
い
家
族
の
ス
タ
ー
ト
で
あ

り
、
わ
れ
わ
れ
産
科
医
は
そ
の

ス
タ
ー
ト
に
し
か
携
わ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
物
足

り
な
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が

ら
、
た
と
え
問
題
を
抱
え
た
妊

娠
で
あ
っ
て
も
、
妊
婦
と
そ
の

家
族
が
少
し
で
も
良
い
ス
タ
ー

ト
が
き
れ
る
よ
う
に
す
る
の
が

産
科
医
の
役
割
で
す
。
生
ま
れ

育
っ
て
い
く
児
と
そ
の
家
族
を

支
え
る
チ
ー
ム
医
療
の
第
一
走

者
が
わ
れ
わ
れ
産
科
医
で
あ

り
、
次
に
バ
ト
ン
を
渡
し
て
い

く
と
い
う
大
き
な
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
な
の
で
す
。

最
後
に

周
産
期
領
域
に
は
、
ま
だ
ま

だ
取
り
組
む
べ
き
問
題
が
山
積

み
で
す
。
早
産
、
妊
娠
高
血
圧

症
、
胎
児
発
育
不
全
な
ど
は
、

周
産
期
領
域
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

で
あ
り
続
け
な
が
ら
、
い
ま
だ

に
そ
の
病
態
解
明
、
治
療
法
に

つ
い
て
画
期
的
な
進
歩
が
み
ら

れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

若
い
先
生
方
に
是
非
、
周
産
期

領
域
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
こ
う
し
た
問
題
に
一
緒
に

取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
素
晴
ら

し
い
な
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
誤
解
の
な
い
よ
う

言
っ
て
お
き
ま
す
が
、
お
産
が

大
好
き
な
人
も
、
も
ち
ろ
ん
大

歓
迎
で
す
！

第 68 回日本産科婦人科学会学術講演会  会長特別企画

名古屋大学医学部産婦人科  西野 公博

Stump the Professors
                ～教授陣と知恵くらべ～
                                                        に参加して
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No.19
O c t o b e r

2016

公益社団法人 日本産科婦人科学会
Japan Society of Obstetrics and Gynecology www. jsog.or. jp

田
中　

啓

杏
林
大
学　

卒
後
10
年
目

趣
味　

相
撲
観
戦

家
族　

妻
、
子
供
２
人

▲ 全文はＷＥＢサイトに掲載しています。ぜひご覧ください！



国内の様々な医局出身の同世代医師
たちとの出会いも、本プログラムを通
じて得られたことの一つです。日本を
代表している自覚を持って現地の方々
と対等に会話をし、他国との架け橋に
なる努力を怠らない若手医師たちの
姿勢には、大変な刺激を受けました。
他国と比べ発言力が弱いとみなされ
がちな日本ですが、決して負けていな
いと心から感じる1週間でした。

（慶應義塾大学　飯田美穂）

アメリカの12 地区それぞれに所属する
レジデントたちの代表として選ばれた
President reporter たちと一緒に受けた
レクチャーの内容は、どうして自分がい
まここにいるのか、医師として働いてい
ることの意義、自分の人生における優先
度の高いものは何かを考えてみようとい
う内容だった。何人かのレジデントたち
と知り合いになり、直接話しをする機会
を得た。彼らと直接話しをする機会があ
ったのは大変勉強になった。

（横浜市立大学　中島文香）

日米の研修の違い、当直体制、子育てを
しながら働くレジデントとはお互いの分
娩時の体験や家族のサポートについて
意見交換ができた。また、レジデントが
主体となって性教育プログラムを考案
し、教師を指導することにより、地域に
浸透した持続可能な教育を行うことが
できたというプロジェクトが発表されて
いた。レジデントが積極的にプロジェク
トを運営する姿勢が印象的であった。

（富山大学産科婦人科学教室　津田さやか）

ジョージワシントン記念病院の見学は
現地の産婦人科医の仕事のペースが
分かり非常に参 考になった。やはり
3500 件の分娩を年間扱うに当たって
は 50人の産婦人科医が必要であると
いうことを痛感した。また、ドクターフ
ィーで1件の分娩当たり4000ドルが
支払われることもやはり日本と大きく
違うと感じた。

（東京大学医学部附属病院　佐山晴亮）

日本ではあまり見ない面白い企画とし
て、テーブル毎に1つのテーマと1人の
エキスパートが配置されそこで少人数
のグループディスカッションを行いな
がら昼食を取るというものがありまし
た。多くの講師の数が必要になるため
なかなか実現するのは難しいかもし
れませんが少人数ならではの密な話も
できることから有意義ではないかと思
われました。 

（東京医科歯科大学　中筋貴史）

convocation においてはレジデントプ
ログラムを終えた医師の卒業式のよう
なイベントが用意されており、全員で同
じローブを着てあの場に参加すること
で、ACOGという組 織への意識、一 体
感が若手のうちから育まれているのだ
と思いました。各地域から集まったレ
ジデントが熱心に情報交換しており、
彼らの高い意識と熱意を感じました。

（京都大学医学部 婦人科学産科学教室  神崎優）

日米若手医師交換
プログラム参加体験記

ACOG
The American College of 
Obstetricians and Gynecologists

米国産科婦人科学会

日本産婦人科学会の若手医師育成プログラムの
企画として、2016 年 5月14日から17日まで米国
サンフランシスコで開催された米国産婦人科学
会（American Congress of Obstetricians and 
Gynecologists: ACOG）のAnnual meeting に参
加させて頂きました。このプログラムは、日本と
米国の若手の医師を互いの国に派遣し、交流を
行うことを目的としており、日本からは 6 名の若
手医師が参加しました。

   

日
本
産
科
婦
人
科
学
会

学
術
講
演
会
報
告

第
68
回

会
期
：
２
０
１
６
年
４
月
21
〜
24
日

会
場
：
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

No.19  October  2016 JSOG  Newsletter

JSOG  Newsletter

Reason for your choice
編集：日本産科婦人科学会 広報委員会

http://www.jsog.or.jp/
nissanfu@jsog.or.jp

デザイン / 印刷：株式会社 杏林舍

発行：公益社団法人 日本産科婦人科学会
〒104-0031 東京都中央区京橋 3 丁目 6-18
東京建物京橋ビル 4 階
TEL: 03-5524-6900 / FAX: 03-5524-69112016 年 10 月 1 日　第 19 号

公益社団法人
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

日本産科婦人科学会

本誌掲載記事、写真等の無断複写・複製・転載を固く禁じます。　©Japan Society of Obstetrics and Gynecology

きみのちからで、きっと未来は明るくなる。

私が医学を志すきっかけになったのは終末期医療への関心からで、
医学部に入学してからも将来は緩和ケア医になることを漠然と考え
ておりました。ところが、病院実習でのお産見学が私にとって大きな
分岐点となりました。わが子を命がけで産もうと頑張るお母さんと、
それに答えようと大きな声をあげて啼泣する赤ちゃんの姿に心が激
しく揺さぶられ、産婦人科医になろうと決意したあ
の日のことは今でも鮮明に思い出されます。
適切な生殖医療

と、産科医療に貢献
していくことは、少子高

齢化に対して有効な役割を
担えるものと確信しています。

産婦人科医療は無限の可能性をも
ち、明るい未来をもたらすものだと信じて、この道に進むこ
とを決めました。

産婦人科では内科治療と外科治療の両方が出来ること、患者さんの
年齢層が若年者から高齢者までと幅広く、女性の一生をサポートで
きる診療科ということに魅力を感じました。私は4月から産婦人科で
6ヶ月間研修する、産婦人科強化コースを選択しました。4月から3
ヶ月間産科をまわり、他の科では経験出来ない生命の誕生に立ち会
うことが出来ました。もちろん全ての妊婦さんが幸せなお産になる

わけではなく、悲しい現場も経験しました。長い妊
娠経過の中で産婦
人科医がいち早く
母体と胎児の異常に気
付いて対処していくこと
の重要さを改めて感じまし
た。7月からは婦人科を3ヶ月ま

わります。婦人科疾患の悩みを抱えた方はたくさんいると
思いますが、そういった方に寄り添い、悩みを相談しやすい
医師を目指しています。

気仙沼市立病院 研修医・虎谷惇平九州大学病院 研修医・市丸壽姫

女性の一生を
サポートできる診療科 無限の可能性と

明るい未来を信じて

研修医の声
研修医の方々に、産婦人科を選んだ理由や、
産婦人科に寄せる夢を語って頂きました。

第
68
回
日
本
産
科
婦
人
科
学

会
学
術
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。今
回
は
、直
前
に
発
生
し

た
熊
本
地
震
で
多
大
な
被
害
が

発
生
し
、多
く
の
会
員
が
現
地
で

懸
命
に
復
興
へ
向
け
尽
力
さ
れ

て
い
る
中
で
の
学
術
講
演
会
と

な
り
ま
し
た
。「
次
世
代
へ
の
継

承
とStandardization

」
を

テ
ー
マ
と
い
た
し
ま
し
た
が
、

学
術
講
演
会
は
技
術
や
知
識
の

継
承
と
そ
の
均
て
ん
化
に
も
っ

と
も
ふ
さ
わ
し
い
場
の
一
つ
で

あ
り
ま
す
。先
人
た
ち
に
学
び
、

そ
し
て
未
来
に
つ
な
げ
て
い

く
、
そ
ん
な
思
い
を
込
め
、
井

坂
惠
一
学
術
集
会
長
の
も
と
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
準
備
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
。

学
術
講
演
会
の
国
際
化
に
向

け
てInternational Session

の
充
実
が
図
ら
れ
、
Ａ
Ｏ
Ｆ
Ｏ

Ｇ
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
るAsian 

Sessio
n

も
企
画
さ

れ
、
例
年

の
３
倍
以

上
の
英
語

演
題
が
集

ま
り
ま
し

た
。International W

orkshop 

for Junior Fellow
s

で
は
、
本

会
と
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
有
す

る
各
国
（
米
国
、
台
湾
、
韓
国
）

産
婦
人
科
団
体
の
若
手
医
師
と

本
邦
の
若
手
医
師
と
が
、「
帝

王
切
開
の
適
応
と
術
式
」「
肉

腫
の
診
断
」「
産
婦
人
科
に
お

け
る
当
直
体
制
」
に
つ
い
て
、

各
国
の
現
状
や
問
題
点
を
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
好
評
を
博
し

ま
し
た
。
会
長
特
別
企
画

「Stum
p the Professors

～
教

授
陣
と
知
恵
く
ら
べ
～
」
は
、

若
手
産
婦
人
科
医
が
症
例
提
示

を
行
い
、
４
名
の
教
授
の
先
生

方
に
診
断
名
を
当
て
て
も
ら
う

新
た
な
試
み
で
し
た
が
、
大
変

に
難
し
い
症
例
ば
か
り
で
、
教

授
が
白
旗
を
揚
げ
て
降
参
す
る

場
面
も
見
ら
れ
、
会
場
も
巻
き

込
み
な
が
ら
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。「
医
学
生
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
で
は
、
産
婦
人
科
を
と

り
ま
く
三
つ
の
問
題
「
女
性
の

社
会
進
出
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
多
様
化
」「
こ
れ
か
ら
の
産

婦
人
科
教
育
」「
産
婦
人
科
医

療
施
設
の
集
約
化
」に
つ
い
て
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
医
学
生
が

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

と
そ
の
結
果
発
表
を
行
い
、
例

年
通
り
の
高
評
価
を
得
て
お
り

ま
す
。
一
般
演
題
と
し
て
日
本

語
の
口
演
や
ポ
ス
タ
ー
発
表
も

行
わ
れ
ま
し

た
が
、
前
回

に
引
き
続

き
、
ポ
ス
タ

ー
発
表
は
座

長
進
行
に
よ

る
発
表
形
式

で
は
な
く
自
由
討
論
形
式
で
し

た
。
十
分
な
時
間
を
か
け
て
の

討
論
が
可
能
で
あ
り
、
活
発
な

議
論
が
な
さ
れ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
反
省
す
べ
き
点
も
ご

ざ
い
ま
し
た
。
新
し
い
専
門
医

制
度
に
向
け
て
、
日
本
専
門
医

機
構
の
定
め
る
講
習
会
を
用
意

し
ま
し
た
が
、
単
位
取
得
の
た

め
に
多
く
の
聴
衆
が
参
集
し
長

い
列
が
で
き
、
同
時
間
帯
の
別

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
閑
古
鳥
が
鳴

く
状
態
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
結
果
で

も
、
多
く
の
建
設
的
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
反
響
の
大
き
さ
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。
会
期
中
に

は
過
去
最
高
の
９
４
６
４
名
も

の
方
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
評
価
者
お
よ
び
演
者

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
も
ち
ま

し
て
、
大
過
な
く
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
東
京
医
科
大
学
創
立
１
０

０
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
、

伝
統
あ
る
本
会
学
術
講
演
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
感
慨
深

い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

第
69
回
学
術
講
演
会
で
は
、

今
回
の
反
省
点
を
含
め
皆
さ
ま

か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
を
も
と

に
、
よ
り
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。

▲

全
文
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

▲

全
文
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！


